
（別紙１）

Ⅰ　基本情報

名称

募集方法

札幌市西野地区センター 所在地 札幌市西区西野4条2丁目

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）  事業の計画及び実施に関する業務
（4）  施設の利用等に関する業務
（5）  前各号に掲げる業務に付随する業務

札幌市西野地区センター運営委員会

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

施設数：1施設

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

1,529.48㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増
進に寄与する。区民センターの機能を補完し、地域における住民の自主的な活動を促進する。

ホール、洋室（2室）、和室（2室）、娯楽室（2室）、実習室、図書室

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営
されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセン
ターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼
関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手
の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団
体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の
管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良
好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号）西区市民部地域振興課（641-6926）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成4年5月17日 延床面積

指定単位
施設数：1施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲
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Ⅱ　令和元年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

所管局の評価項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

　基本方針に基づき
職員全員が貸室事
業や図書室運営に
おける利用者への
サービスアップに努
めた。
　また、ごみ収集カ
レンダー、西区ガイ
ド、地震防災マップ
などを常備備えて、
希望する区民に随
時配布した。
　区民講座等の実
施に当たっては、生
涯学習情報等総意
と工夫を凝らした企
画運営に努めた。

基本方針に従い適
切な運営が行われ
ており、要求水準を
満たしている。

　「札幌市区民センター等使用承認取扱要領」等を
十分に理解し、遵守することにより、公平・公正の確
保を図っている。
　また、利用者に対しては、施設使用申込み等に係
る規則、手続き等について、十分かつわかりやすい
説明を行うとともに、貸室、講座等で重複の申込み
があった場合は、館長立ち合いの上、抽選を実施し
公平、公正、公開の確保に努めている。

　「笑顔があふれ心ふれあう豊かなまちづくりという
理念のもと　①地域文化の情報が得られ、発進する
場として、　②はばひろい生涯学習の機会が得られ
る場として、　③地域住民がふれあい、自主的な活
動が促進される場として、コミュニティ施設の効用を
高め、更なる地域への浸透を図ること」との基本方針
を策定した。

   館内に電気・ガス・水道の節約に関する啓発ポス
ターを貼付するとともに、暖房(20度)、冷房（28度、図
書室のみ）の温度設定を徹底した。
　また、節水、節電、ごみ減量・リサイクル推進、駐車
場等でのアイドリングストップの励行、トイレの照明を
LEDに改修するなど、利用者、来館者の協力を得な
がら、組織全体で環境保全への取り組みを行った。
　しかし、ガス使用量については、利用客よりロビー
が寒いとの意見があり、いままで稼働していなかった
床暖房を、今年度より再稼働させたため11％増加し
た。（温度設定は15℃）

新規利用者・定期
利用者とも、十分な
説明や情報提供を
行い、良好な関係を
保持しながら、適切
な利用承認事務を
行うことができた。

　地域の住民組織を母体とした運営委員会の下に、
実践組織としての事務局を設置し、事務局長以下12
名の職員を雇用している。職員については、それぞ
れの職位に応じた事務分掌を定め、適正な事務執行
と責任体制の確立を図っている。
　特に使用承認事務については、日・祝日も含めて
8：45～21：00の間、常時2名の職員を配置し、窓口の
サービス向上を図っている。
　また、職員の人材育成については、当初の研修計
画に基づき、職員研修を実施した。

　省エネルギー、資
源リサイクル等につ
いて、職員・利用者
の意識向上が進ん
でいると思われる。
　今後は電気、ガス
などの効率的な使
用を徹底したい。

　適切な運営管理
に必要な組織体制
や職員の確保・配
置により、円滑な運
営ができた。
　また、職場研修の
実施により、コミュニ
ティ施設の指定管
理者職員としての
意識改革が図ら
れ、利用者サービス
に繋がっていると思
慮する。
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＜協議会メンバー＞

　住民組織等(西町連合町内会）、利用者代表（方円
流煎茶道代表、行政（札幌市西区市民部地域振興
課長）、指定管理者（札幌市西野地区センター運営
委員会会長）、事務局

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

開催回

第４回
3月25日

第３回
1月24日

　利用者アンケート、毎月の西区館長会議等の情報
を職員全員で共有するとともに、ローテーション勤務
における事務引継ぎを徹底して行い、利用者からの
要望等に迅速に対応できる体制づくりを行っている。
　利用者に安全かつ気持ちよく利用してもらえるよ
う，夏期には、敷地内の除草、駐車場の区画線の整
備、冬期には、通路等の除雪、凍結路面滑り止めの
砂まきのほか、敷地内及び周辺歩道・バス停のゴミ
拾いなどの環境整備を毎日実施している。
　利用者から改修要望が多かった和式トイレについ
て、児童・高齢者にも使いやすいようすべて洋式化し
た。

　主に設備の保守点検業務に関して、専門の機関・
企業に再委託している。これらの業務に関して、責任
者や指揮・連絡系統を明確にさせ、必要に応じて指
導や指示を行っている。
　業後の履行確認は、仕様書に基づく検査を行い、
適正を期している。

・第1四半期の業務報告
・今後の主な事業・行事等の説明
・利用者からの意見・要望について
・管理運営上の意見交換

・第2四半期の業務報告
・今後の主な事業・行事等の説明
・文化祭の開催について
・ホール無料開放の変更について
・指定管理者評価シートについて
・管理運営上の意見交換

・第3四半期の業務報告
・今後の主な事業・行事等の説明
・トイレの洋式化について
・管理運営上の意見交換

・第4四半期の業務報告
・アンケートの集計結果の概要
・トイレの洋式化完了について
・管理運営上の意見交換

第１回
8月6日

第２回
10月15日

　施設の老朽化に
伴い、建物、設備、
備品等の破損が多
くなってきており、利
用客の安全等のた
め、随時、必要な修
繕等を行っている。
　なお、軽微な修繕
については、職員が
自ら行った。

　全ての業務におい
て、仕様に基づく適
正な履行が行われ
た。

　所定回数の会議
を開催し、管理運営
水準の維持向上に
向けた協議を行っ
た。
　令和2年度の運営
に反映させていきた
い。
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▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▽　要望・苦情対応

　区民講座終了時及び年度末に利用者アンケートを
実施し、結果を館内に掲示するとともに、業務改善等
に役立てている。
　また、札幌市の検査は、指定管理事務における定
期的な自己チェックの機会でもあり、適正な事務処
理の執行を心がけた。

　意見箱を窓口に備え付け、毎日確認し、回答を館
内に掲示し対応することとしている。
　その結果等を西区、運営委員会、運営協議会に随
時報告している。
　なお、制度的な問題への苦情要望については、札
幌市と協議し、指定管理者限りで対応できるものに
ついては、速やかに、誠意を持って対応することとし
ている。
　今年度は、札幌市オンブズマンに駐車場の土埃に
ついて、札幌市西区総務企画課広聴係に職員対応
について、札幌市広報部にホールのカビ臭について
の苦情があり、それぞれ駐車場の舗装(札幌市対
応）、職員研修、カビ臭の原因の一因である舞台幕
の廃棄を行った。
　また、利用者からの要望が多かった和式トイレの洋
式化について、すべての和式トイレを洋式トイレに改
修した。

　現金出納簿、その他必要な帳簿を備え、収入・支
出決定書等所定の帳票を用いて、正確かつ迅速な
現金・預金管理事務に努めた。
　なお、利用料金は、翌日、銀行口座に入金してい
る。
　また、会計ソフトを導入して、毎月総勘定元帳や合
計残高試算表を出力して現金・預金との精査照合を
行うとともに、資金管理・経理執行全般について、顧
問税理士の指導・検査を受け、正確かつ公正な財務
事務処理を行っている。
　なお、資金管理については、指定管理業務、自主
事業ごとの区分経理を実施している。

　資金管理について
は、顧問税理士に
よる点検・確認を得
ており、全般的に適
正な財務管理が行
われたと思慮する。

　要望・苦情は地区
センター運営改善
の貴重な提言であ
ることから、その内
容、対応等について
職員間で情報共有
している。
　使用承認等の苦
情・要望について
は、公正な運用と親
切丁寧な説明・応対
を心がけ、施設の
老朽化による苦情・
要望に対しては、予
算の範囲内で改修・
改善等に努めた。

　今後も継続して実
施し、利用者の声
の把握や、業務改
善に役立てていき
たい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

関係法令を遵守
し、雇用環境の維
持・労働環境の改
善に努めている

適切に実施されて
いる。除雪作業は
利用者の通行を確
保するだけではな
く、通行人の転倒
防止のため施設周
辺まで行っている。

　全職員が定期的に館内及び建物周辺を巡回して、
ソフト・ハード面から危険個所の早期発見と事故防止
に努めている。
　施設周辺及び施設内に段差が多くあり、利用者に
は、高齢者が多いため、通路、玄関の安全確保に細
心の注意を払った。
　来館者の緊急時の救命措置のためAEDを備えてお
り、玄関、受付窓口に設置マークの表示をしている。
　損害賠償保険は仕様に適合したものに加入し、不
測の事故に備えている。
　取得物の取り扱いについては、事務室内等に保管
し、落とし主に返還している。現金等貴重品について
は、その都度警察に届けている。

　期間中、事故もな
く、安全な環境のも
とで利用に供するこ
とができたと思慮す
る。

　専門的な管理業
務技術の活用によ
り、良好な管理環境
を確保することがで
きた。
　また、職員が建物
周辺の草刈りや除
雪、軽微な修繕など
を行い、環境美化に
努めた。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

　定期清掃、警備、自家用電気工作物、消防設備、
エレベーター、ボイラー、舞台装置及び自動ドアの館
内設備の保守業務にいては、単年度又は複数年の
契約により再委託を行った。
　清掃については、定期清掃のほか、汚れの激しい
集会室のカーペット清掃や、ホールの床が滑りやす
いことからワックス掛けを追加委託した。
　駐車場等の除排雪業務については、シーズン前
に、見積り合わせにより、単年度契約により再委託を
行った。
　10ｃｍ以下の降雪や早朝の降雪に対しては、職員
等が除雪を行った。
　その他、外構の草刈りや冬囲いは再委託を行った
が、建物周辺の草取りなどの植栽管理等の業務は
職員が行い、害虫発生防止や美観保持に努めた。
　貸室の障子の貼替、壁紙の一部修繕を行った。
　結果、施設・設備等の維持管理は、適切に実施し
仕様書の水準を達成した。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

・施設で働くパート職員に対し、最低賃金を上回る時
給を支給した。
・職員就業規則、運用細則、育児・介護休業規則を
制定している。
・全ての労働者を労災保険に、条件を満たす労働者
を雇用保険・社会保険に加入させ、１年に１回の定
期健康診断を実施した。
・平成27年2月に就業規則の改正を行い、平成27年
度からパート職員にも通勤手当を支給している。
・平成28年4月から職員の雇用期間の終期に例外規
定を設けるため、就業規則の改正を行い、労働基準
監督署に届け出た。
・平成29年8月、育児・介護休業法改正（H29.1．1）に
伴い、育児・介護休業規則及び就業規則を改正し、
労働基準監督署に届け出た。
・平成30年1月、労働契約法改正等に伴い、就業規
則の雇用期間等について改正を行い、労働基準監
督署に届け出た。
・令和元年6月に時間外労働・休日労働に関する協
定届を労働基準監督署に届け出た。
・再委託により実施している業務について、受託者に
対し雇用環境調査を行った。

　労働関係法を遵
守し、就業規則等を
定め、職員の雇用
環境安定を図って
いる。
　職員の個人面談
を実施し、職員の要
望や意見、悩みや
相談等を聞いて、業
務の改善、職場環
境の改善に役立て
た。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

11 80％ 100％

かけっこ集中講座
（1年生～2年生）

20 80％ 100％

（4）事業の計
画・実施業務

1.08

回数 57

実績

人生の締めくくりにか
かる費用

全ての項目におい
て要求水準を満た
している。
地域交流の来場者
目標が低いものに
ついては、開催時
期や内容など企画
の見直しなどを図
り、来場者の向上
に努めてほしい。

　地域交流事業に
ついては、概ね本
来の目的は達成で
きたと考えている。

(1) 計画と実績

区分 H30実績 R1計画 R1実績 実績/計画

事業数 6 5 5

受講
者数

満足度

目標

　訓練後、消防設備
点検業者から、火
災報知器、非常放
送設備などの操
作、機器の説明を
受け、防災知識が
深まるとともに、防
災に対する意識も
高まった。

　区民講座は、当初
計画より1課目増の
実施となった。
　参加者数及び利
用者満足について
は計画通り達成で
きたと考える。
　ヨガやファットバー
ニング等の健康志
向を反映した体操
系課目は、受講者
から人気を博した。
　また、高齢者向け
の教養講座につい
ては今後とも継続し
て実施していきた
い。

　8月と2月に防災訓練を実施した。
　また、各種研修会にも参加するなど、所定の防火・
防災の取り組みを行った。
　なお、27年4月には、西区防火管理者協議会から
優良事業者として表彰されている。
　11月に防火対象物点検報告特例認定のため、札
幌市西消防署の検査を受け、12月2日付けで認定通
知があった。

(1) 計画と実績

区分 H30実績 R1計画 R1実績 実績/計画

13課目数 12 12

夏休み手づくりﾗｼﾞｵ教
室

16 80％

63 64 1.02

定員又は
受講人数

265 238 266 1.12

(2) 主な講座の応募状況と受講者の満足度

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

椅子ﾖｶﾞ講座

▽　防災

100％

たのしく歌おう
うたごえ講座

18 80％ 100％

講座名

手軽に作ろうﾌﾗｲﾊﾟﾝで
ﾊﾟﾝ作り

ﾖｶﾞ入門 44 80％ 100％

12 80％

100％

ﾌｧｯﾄ･ﾊﾞｰﾆﾝｸﾞ　脂肪燃焼 20 80％ 100％

23 80％ 94％

夏休み手づくりｱﾛﾏ石
けん教室

12 80％ 100％

かけっこ集中講座
(3年生～6年生）

20 80％ 100％

その他（3講座） 70 80％ 100％

回数 6 5 6 1.2

1.0

参加者数 763 590 644 1.09
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▽　図書業務

　貸出数は一般・児
童とも減少してい
る。
   また、新型コロナ
ウイルス感染拡大
防止のため令和2年
3月は休室となっ
た。
　今後も、蔵書の充
実や行事の企画を
通じて更なる利用
の促進を図っていく
必要があると考えて
いる。

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業(無料）に関する
業務

(2) 主な事業の参加状況・目標達成度

事業名
参加者数

目標 実績 達成率（％）

おとなの映画会 40 35 87.5％

第27回文化祭 400 446 111.5％

親子ｻﾛﾝｸﾘｽﾏｽ映画会 45 43 95.6％

新春書初め展示会 60 42 70.0％

おとなの映画会 40 21 52.5％

第26回ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 80 57 71.3％

事業名
H30実績 R1実績

開放日数 利用者数 開放日数 利用者数

囲碁・将棋 151 3,499 137 2,967

卓球 46 2,187 43 1,958

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 36 679 31 556

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 37 398 34 405

ﾐﾆｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ 69 1,445 68 1,517

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 32 484 33 670

ﾌｧﾐﾘｰの日 30 750 28 767

(1) 利用状況

区分 H30実績 R1実績 増減率

開館日数 280日 250日 0.89

蔵書数 35,743冊 35,620冊 1.00

登録者数 4,234人 3,084人 0.73

(2) 利用促進事業

＜室内展示等の企画実施＞
・年間行事関連資料の展示（季節に関する資料
等）・・20件
・話題資料の展示（スポーツ・文化関連・災害等）・・
12件
・通年展示（青少年読書感想文全国課題図書・北海
道指定図書・北海道青少年のための200冊）・・3件
＜室内装飾＞
・季節や年間行事に即して実施・・7件
＜読み聞かせ・映画上映会＞
・おはなし会・・2回
・映画上映会・・2回

貸出数 100,823冊 84,738冊 0.84

相互貸借件数 48件 29件 0.60

ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数 1,270件 1,440件 1.13

　有料利用を優先し
ながら実施してお
り、適正な実施が図
られた。
　中止の場合は、2
週間前までに、掲示
板、ホームページで
告示しており、利用
者の理解を得てい
る。
   利用者数は増加
傾向にあったが、新
型コロナウイルス感
染拡大防止のた
め、2月24日以降の
施設活用事業は中
止となった。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

適切に実施されて
いる。ウェブアクセ
シビリティについ
て、取組確認や試
験結果の公表は、
１年に１回行ってほ
しい。

（5）施設利用
に関する業
務

Ｒ元年度計画

▽　利用件数等

利用自粛期間を除
いた４月～１月まで
の利用率は57％と
計画値に達してい
ないが、例年２月、
３月の利用率が
60％程度であるこ
とを考慮すると新
型コロナウィルス感
染症拡大の影響に
よるものであると認
められる。

　高齢化に伴う会員
数の減少により、
年々サークル団体
が少なくなっている
ことから、区民講座
後のサークル化な
ど、利用率増加に
積極的に取り組ん
でいる。
　令和元年度につ
いては、新型コロナ
ウイルス感染拡大
防止のための自粛
により、件数、人
数、稼働率とも、前
年度を下回ることに
なり、キャンセルに
伴う利用料金の還
付件数も大幅に増
えた。

　地区センターだよ
りは、町内会を通じ
て各家庭に回覧さ
れている。
　地元のミニコミ誌
の取材や情報提供
依頼に積極的に協
力し、無料のＰＲ媒
体の一つとして有効
に活用した。
　貸室空情報等に
ついて、HPをチェッ
クする人が増えてお
り、ＨＰをより見やす
くする必要があると
考えている。

55.5 44.1

・講座受講者等へのサークル化の呼びかけやサーク
ル会員への新規講座の受講奨励。
・文化祭や地区センターだより、ホームページ等を通
じて利用促進策を進めた。

　講座等の行事・事業については、札幌市のイベント
情報誌、地域情報誌及び地区センターだよりに掲載
し、参加者を募った。
　ホームページでは、施設概要、貸室予約状況、
サークル、図書室、無料開放、.講座等について紹介
している。
　また、ウェブアクセシビリティ取組確認を実施し、平
成30年3月31日に公開した。

81.4

Ｈ30年度実績

26150

人数(人）

926

人数(人）

―

稼働率(％)

全 　体 64,300

▽　不承認 0件、取消し 0件、減免 0件、還付 124件

55413

66.0 61.764.5

▽　利用促進の取組

実習室

件数(件) 547 ― 465

人数(人） 3,503 3,800 2720

▽　引継ぎ業務

5,011 ―

娯楽室
和 　室

件数(件) 2,149 ― 1937

人数(人）

4637件数(件)

件数(件)

稼働率(％)

891

30,249

Ｒ元年度実績

31,000

集会室

1,389 ―

11,936 12,000 11466

1344

51.7

85.2稼働率(％) 86.0

17,715 17,500 15077

稼働率(％) 50.9 51.0 45.6

59.0 53.9

人数(人） 63,403

稼働率(％) 58.7

（6）付随業務 ▽　広報業務

　継続指定のため、引継ぎ業務なし

件数(件)

ホール
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

意欲的に取り組ん
でおり、今後も継続
してほしい。

アンケート結果は、
要求水準を満たし
ており、特に総合
満足度と接遇が高
い評価となってい
る。
アンケートに回答し
ている年齢は50代
以上が90％である
ため、30代、40代
からもアンケートや
意見をもらうことも
検討してほしい。

　利用者の利便向
上に貢献した。

　市内・地域内の事
業者の受注機会の
拡大に貢献した。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

結果概
要

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

２　自主事業その他

▽　自主事業

　自販機2台を設置して、清涼飲料水の販売を行い、好評を得て
いる。
　収入額（令和元年度実績）　137千円

・物品の調達及び管理業務の再委託は、特別のものを除き、市
内に本店を置く企業に発注している。
・さらに地域の個人事業主や中小事業者に可能な限り、小修繕
や役務の提供を依頼した。
・封筒及び使用承認申込書等の印刷物は、札幌福祉印刷（社会
福祉法人共友会）に発注している。
・また、福祉関係のチラシを積極的に配架し、バックアップを行っ
ている。
・その他、母子寡婦連合会・聴力障害者協会が設置する自動販
売機2台に係る苦情・故障・両替などの対応を行っている。
・令和元年10月の西野地区センターの文化祭において、福祉施
設の受注拡大に配慮して障害者施設等のパン・クッキー等の販
売に協力した。

　「西野地区セン
ターへの総合満足
度」の設問に対して
は、5段階評価（0～
4）のうち、2～4の人
が99.6％、0～1の人
が0.4％であった。
  今後ともすべての
回答者が2以上にな
るように努力してい
きたい。

  職員の接遇は、2
以上の評価が
99.1％であり概ね良
好な評価を得てい
ると考えているが、
今後も引き続き、職
員の研修に努め、
窓口や電話におけ
る応対技術（接遇、
業務意識の向上）を
高め、2以上の評価
になるよう努力して
いきたい。

  講座については、
機会をみて受講し
たい人の割合が
35.2％と多いことか
ら、この方々の興味
ある科目の設定な
どを考えていきた
い。
  また、行事では、
文化祭の他に、多
数の人が参加でき
る行事について検
討していきたい。

  2月中旬から下旬にわたり来館者300人にアンケー
ト用紙を配布し、270名から回答を得た。(回収率
90.0%)

【総合満足度】
  0～4の5段階評価で2(普通）以上の評価は99.6%
だった。（目標90％）
【職員接遇】
  0～4の5段階評価で2(普通）以上の評価は99.1%
だった。 （目標90％）
【清掃状況】
  0～4の5段階評価で2(普通）以上の評価は98.3%
だった。（目標90％）
【館内設備】
  0～4の5段階評価で2(普通）以上の評価は99.1%
だった。（目標90％）
【利用目的】
　地区センターの利用目的については、『貸室』が
212件、『図書室』が103件（複数回答可）で、全体の
91.3%を占めた。
【広報・ＰＲ】
　地区センターからのお知らせや案内は、何を見て
いるかの問いに、広報さっぽろが177件、地区セン
ターだよりが58件で全体の72.5%を占める。（複数回
答可）
　ホームページを見ている人は、18.2%に止まった。ほ
とんど見ない、全く見ない人が70.2%、ホームページ
があることを知らなかった人が11.6％であった。
【事業】
　講座の受講経験のある人は46.2%おり、機会をみて
受講したい人は、35.2%いる。
　参加したことがある行事は、文化祭が137件と全体
の62.0%を占めた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

計画よりも収支状
況が大幅に改善さ
れている。利用者
の要望に応えるト
イレの修繕などは、
安定した収支状況
を継続してきた結
果の表れと言え
る。

自主事業支出 80 74 ▲ 6

収入-支出 140 1,932 1,792

▲ 30

利益還元 40 3,622 3,582

法人税等 70

純利益 0 ▲ 1,760 ▲ 1,760

100

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

▽　収支

項目 差（決算-計画）

（千円）

▲ 584

33,694 ▲ 590

４　収支状況

25,400 25,400 0

利用料金 7,920 8,668 748

指定管理費

1,202

指定管理業務収入 35,48934,304

34,284

1,185

収入 34,424 35,626

Ｒ元年度計画 Ｒ元年度決算 　収入面では、利用
促進の取組で利用
料金は計画より748
千円増加することが
できた。
　今年度は、従前か
ら利用者要望が多
かった和式トイレの
洋式化、古いガス
オーブンの買替や
貸室の修繕等を
行った。これらは今
までの余剰金を資
金として行った。

【講座関係】
  受講したい科目として「ヨガ・ストレッチ」などの健康
増進に役立つものや、「料理・習字・手芸・着付け・生
け花」などの知識習得を目的としたものがあげられて
いるが、概ね、これまで当センターで企画・実施した
ものがほとんどである。
  令和2年度では「ヨガ」や「料理、生け花関係講座」
を実施するなど今後も利用者の声を反映していきた
い。

【行事関係】
  開催してほしい行事としては、講演会・映画会・音
楽会などをあげられているが、これも概ねこれまで当
センターで企画・実施してきたものがほとんどであ
る。
  令和2年度では、「映画会」「ライフプラン関係講座」
を実施予定であり、今後も利用者の要望の実現に向
け検討を進めていきたい。

【施設管理関係】
  施設や設備についての改善意見としては、トイレの
洋式化、冷房設置、使用申込手続の簡略化、予約方
法、ホールの利用料金、新しい本・雑誌を増やして欲
しいなどの意見・要望があった。
  今後は、利用者の意見をもとに、施設建物等の環
境改善及び図書の充実等を計画的に行っていきた

その他 984 1,421 437

自主事業収入 120 137 17

指定管理業務支出 34,204

支出

33,620
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【収入】
  利用料金収入は、新型コロナウイルス感染防止対策による貸
室利用キャンセルもあったが、計画比748千円の増収になった。
  その他収入の増は、新型コロナウイルスによる収入の減少に
対する札幌市の補償金によるものである。

【支出】
  トイレ改修等の修繕を行ったことにより、 1,926千円支出増と
なった。

【自主事業による利益還元】
  自主事業収入の増により、63千円を備品購入（会議用テーブ
ル）に充てた。

【指定管理業務による利益還元】
  支出のうち利益還元は、トイレ改修 3,047千円、ガスオーブン交
換 307千円、会議用テーブル・カセットデッキ等の備品購入205
千円、合計 3,559千円である。

【収支】
  単年度の決算は、1,760千円の赤字となり、次期繰越余剰金は
4,165,517円となった。

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

  経費に占める人件費の比重が高い財務構造の中で、利用料金
収入や講座収入を安定的かつ確実に確保しながら、利用者や地
域住民の信頼と期待に応えていくための取り組みを継続すること
が、経営の基本と捉える。
  当センターでは、限られた人的資源としての事務局スタッフが、
常に経営意識を持ち、自らスキルアップを図りながら業務に当
たっており、ここ数年利用料金収入等も安定し、収入に見合った
支出を心掛けることにより、余剰額を翌年度に繰り越すなど安定
経営能力は年々向上している。

  貸室の利用申込や講座等受講申込書を中心に、取得した個人
情報の管理については、施錠したキャビネットへの保管等、各条
例の規定に則り、全て適切に対応した。
　また、各サークルへの問い合わせにも、個人情報の慎重な対
応を徹底した。
　情報公開請求は無かった。
　「駐車場の土埃」の苦情に係るオンブズマン調査については、
「札幌市オンブズマン条例」、「札幌市西野地区センター管理業
務等仕様書」により適切に対応した。
　協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、
暴力団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。
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Ⅲ　総合評価

収支状況も安定し、利用者から高い総合満足度を得て
おり、極めて順調な運営ができている。今後は、広報や
これまでと異なった年代をターゲットとした講座事業を展
開するなど新たな利用者を呼び込み、貸室利用率の向
上に繋げてほしい。

令和元年度は、総じて良好な管理運営及び事業実施
ができたと思慮する。
　講座については受講者のニーズに沿った講座を企
画することができた。
　施設利用の稼働率は、当初計画を5.1％下回った。
新型コロナウイルス感染拡大防止によるキャンセルが
あったこともあるが、今後、稼働率アップが課題とな
る。
　施設利用収入については、昨年に引き続き800万円
台になるなど順調に推移し、その結果、長年の懸案で
あったトイレの洋式化などに充て、利益還元に役立て
ることができた。
　アンケート結果についても満足度は達成されており、
総合満足度、職員接遇などは高評価を得た。

　西野地域のコミュニティ施設として、西野地区センターが
接遇やサービスの向上を通じて、笑顔あふれる地域のふ
れあいの拠点となるように、次の項目を重点的に取り組
んでいきたい。
・利用の少ない日曜及び平日の夜間の利用促進を図り、
貸室の利用率の向上を図る。
・地域住民の教養などの向上促進のため、受講者のニー
ズに沿った魅力ある講座を企画、実施し、講座の充実を
目指す。
・豊かな地域の人間関係づくりや健康増進に役立ち、だ
れもが気軽に参加できる文化・スポーツなどの地域交流
事業を企画、実施する。
・優良図書の選定、新刊のＰＲ、おはなし会などの行事を
通じて、地域の身近な図書室としての利用の促進を図
る。
・地区センターだよりを刊行するとともに、札幌市のイベン
ト情報冊子への記事提供などＰＲを強化し、地域への一
層の周知を図る。
・開設後27年経過しており、老朽化による修繕やバリアフ
リー対策が必要な個所が多々あることから、利用者が快
適で安全に利用できる施設とするため、施設改善につい

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項
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